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JLPTの 1級及び 2級の出題語彙の中にある 2字漢字語彙（音読み語）計 3129語を、使用頻度によって 3つ
に分類し、頻度が 10,001～300,000 の 670 語を高頻度語とした。その中から日中両言語に存在する漢字語彙
120語（調査 1）と 330語（調査 2）、合計 380語（異なり語）を抽出し、CNSがその日本語の発音と中国語
の発音を耳で聞いた際にどれほど似ていると感じるのかを 7 段階の尺度で評定させた平均値を「音声的類似
度」と定めている。音声的類似度の平均は調査 1、2 ともに 3.4 であったが、日本語レベルが高い CNS は音
声的類似度の評定値が高いことが確認された。次に、日中の漢字語彙の意味的類似性について「日=中」、「日
⊃中」、「日⊂中」、「日∩中」、「日」、「日≠中」という 6類に分けて検討した。 
 第 4章では、漢字語彙テストにおける初級、中級、上級の CNSの音声情報の利用状況を明らかにするため
に、文字情報だけのテスト（無音 KSPOT）と、同じ内容で文字と音声が同時に与えられるテスト（有音 KSPOT）





















第 7 章では、本論文の各章の研究、調査の結果をまとめ、設定した 3 つの課題について本論文で明らかに
できたこととその主張がまとめられている。また、研究の成果と意義、今後の課題についても述べられている。 
 





















本論文で課題 1として、JLPTの 1級と 2級の 2字漢字語彙のうち使用頻度の高い 380語について、日中
の漢字語彙の音声的類似度および意味的類似性を含む７つの情報からなる漢字語彙の基礎データ表を作成で
きたことは、中上級のCNSを対象とする日本語教育のための基礎資料として有用なものであると評価できる。








 平成 29年 5月 22日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員会全員一致で
合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
